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Regulatory Notices

United States Federal Communication 
Commission (FCC)

Part 15: Class A Statement. This equipment has 
been tested and found to comply with the limits for a 
Class A digital device, pursuant to Part 15 of the FCC 
Rules. Test limits are designed to provide reasonable 
protection against harmful interference when the 
equipment is operated in a commercial environment. 
This equipment generates, uses and can radiate 
radio-frequency energy and, if not installed and used 
in accordance with the instruction manuals, may 
cause harmful interference to radio communications. 
Operation of this equipment in a residential area is 
likely to cause harmful interference, in which case the 
user will be required to correct the interference at his 
or her own expense.

Part 68: Network Registration Number. This 
equipment is registered with the FCC in accordance 
with Part 68 of the FCC Rules. This equipment is 
identified by the FCC registration number.

If requested, the FCC registration Number and REN 
must be provided to the telephone company.

Any repairs to this equipment must be carried out by 
Polycom Inc. or our designated agent. This 
stipulation is required by the FCC and applies during 
and after the warranty period. 

CE Mark R&TTE Directive

Polycom Inc., declares that the Polycom RMX™ 
2000 is in conformity with the following relevant 
harmonized standards:

EN 60950-1:2001

EN 55022: 1998+A1:2000+A2:2003 class A

EN 300 386 V1.3.3: 2005

Following the provisions of the Council Directive 
1999/CE on radio and telecommunication terminal 
equipment and the recognition of its conformity. 

Canadian Department of Communications
This Class [A] digital apparatus complies with 
Canadian ICES-003.

Notice: The Industry Canada label identifies certified 
equipment. This certification means that the 
equipment meets telecommunication network 
protective, operational and safety requirements as 
prescribed in the appropriate Terminal Equipment 
Technical Requirements document(s). The 
Department does not guarantee the equipment will 
operate to the user's satisfaction.

Before installing this equipment, users should ensure 
that it is permissible to be connected to the facilities 
of the local telecommunications company. The 
equipment must also be installed using an acceptable 
method of connection. The customer should be 
aware that compliance with the above conditions may 
not prevent degradation of service in some situations.
Repairs to certified equipment malfunctions, may give 
the telecommunications company causes to request 
the user to disconnect the equipment.

Users should ensure for their own protection that the 
electrical ground connections of the power utility, 
telephone lines and internal metallic water pipe 
system, if present, are connected together. This 
precaution may be particularly important in rural 
areas.

Caution: Users should not attempt to make such 
connections themselves, but should contact the 
appropriate electric inspection authority, or 
electrician, as appropriate.

United States Safety Construction Details:

• All connections are indoor only.

• Unit is intended for RESTRICTED ACCESS 
LOCATION.

• Unit is to be installed in accordance with the 
National Electrical Code.

• The branch circuit overcurrent protection shall 
be rated 20 A for the AC system.

• This equipment has a maximum operating 
ambient of 40°C, the ambient temperature in 
the rack shall not exceed this temperature.

To eliminate the risk of battery explosion, the battery 
should not be replaced by an incorrect type. 
Dispose of used batteries according to their 
instructions.



Compliant with European Battery Directive 2006/66/EC
To comply with the European Battery Directive 2006/66/EC, dispose of weak and worn out batteries in 
accordance with local and national regulations.

Chinese Communication Certificate

Singapore Certificate

RMX 2000 complies with IDA standards G0916-07

Taiwan

Russian Communication Certificate

The Polycom RMX™ 2000 complies with the Russian Ministry of Communication requirements stated in 
certificate OC/1-MM-15.

Regulatory Notices
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ハー ド ウ ェ アの説明

こ のハード ウ ェ アガ イ ド では、 RMX 2000 およびそのコ ンポーネン ト に

ついて説明し ます。 こ のシステムは、 高性能、 大容量および高信頼性を
確保する よ う 設計された コ ンポーネン ト で構成されるモジ ュール型 「ユ
ニバーサルス ロ ッ ト 」 を利用し ます。

主な機能
Polycom RMX 2000 の主な機能は下記の通 り です。

• Linux® ベース

• ATCA 規格に基づ く シ ャーシ

• 標準ネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェース (IP、 ISDN および LAN) のサ

ポー ト および多数のポー ト の装置

• H.323、 SIP ビデオ、 PSTN および ISDN  

• 新しいハード ウ ェ アテ ク ノ ロ ジ

• 電気通信事業者グレード の高い可用性、 冗長性、 オン ラ イ ンア ッ プ

グレードおよびダ イナ ミ ッ ク リ ソースア ロ ケーシ ョ ン

• 外部ネ ッ ト ワーク管理への会議要素の統合が容易

• 連続表示の拡張 ( マルチイ メ ージビデオ )

• IVR (Interactive Voice Response) モジ ュール
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RMX 2000 の仕様

表 1-1  Polycom RMX 2000  の仕様

物理仕様

高さ 3U (13.25 cm)

幅 19 イ ンチ (48.26 cm)

奥行き 15.74 イ ンチ (40 cm)

重量 最大 16.5 Kg

IP プロ ト コル

オーデ ィ オ G.711、 G.722、 G.722.1、 G.729A、 G.723.1、 Siren1

ビデオ H.261、 H.263、 H.264

ネ ッ ト ワーク イ ン ターフ ェース

IP、 ISDN、 PSTN および LAN H.323、 SIP、 PSTN、 LAN および ISDN

電源

AC 入力 / 範囲、 BTU 電圧範囲 :100 ～ 240 VAC、 4 ～ 8 AMP、 50/60 Hz
BTU 最大出力 :3070 / 時

消費電力

AC 最大消費電力 900 ワ ッ ト

環境

動作温度 0 ～ 40 ℃ (22 ～ 104 ｰ F)

保管温度 -30 ～ 70 ℃ (40 ～ 158 ｰ F)

相対湿度 15 ～ 90%、 結露し ないこ と

動作高度 3,000 m (10,000 ft) まで

動作 ESD 4 kV
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システムの処理能力
システムの処理能力の違いについて、 下記の表を参照し て く だ さい。

表 1-2  システムの機能と処理能力

システムの機能 MPM モー ド MPM+ モー ド

1 回の会議の最大参加者数 ( 音声およびビ

デオ )

80 200 

( ビデオ 80 名およ

び音声 120 名 )

1 回の会議の最大参加者数 ( ビデオ ) 80 80

最大会議数 200 400

最大 ミ ーテ ィ ングルーム数 1000 1000

最大エン ト リーキュー数 40 40

最大プロ フ ァ イル数 40 40

最大会議テンプレー ト 数 80 200

最大 SIP フ ァ ク ト リ数 40 40

最大 IP サービス数 1 1

最大 ISDN サービス数 2 2

最大 IVR サービス数 40 40

最大レ コーデ ィ ング リ ン ク数 1 1

最大 IVR ビデオスラ イ ド数 150 150

最大ログフ ァ イル数 ( 上限 1Mb) 1000 4000 

最大 CDR フ ァ イル数 1000 2000

最大障害フ ァ イル数 1000 1000

参加者アラー ト 数 無制限 無制限

MCU に接続される HTTP (Web) ク ラ イ

アン ト 数

50 50

最大ア ド レス帳エン ト リー数 1000 1000 

最大ユーザ数 100 100
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表 1-3  ビデオ解像度に基づ く システムのリ ソース容量

ビデオ解像度 MPM+ リ ソース

HD Support CP / VSW

PSTN 400

VOIP 800

CIF 160

SD30 60

720p 40

1080p30fps 20

720p VSW 2Mb 160

1080p VSW 2Mb 160

720 VSW 4Mb 80

1080p VSW 4Mb 80

1080p VSW 6Mb 40

ISDN 7 E1 または  9 T1
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設置場所要件
こ のセ ク シ ョ ンでは、 システムを安全に設置および操作する ための設置
場所要件について説明し ます。

安全要件

ユーザーを保護する ために、 装置を操作する前に下記の安全に関する指
示を よ く お読み く だ さい。 

• 濡れた床、 アース されていない電源ケーブル、 す り 切れた電源コー

ド、 安全アースの有無など、 作業エ リ アにおける潜在的な危険性に
ついて慎重に確認し ます。

• メ イ ンサーキ ッ ト ブレーカーを室内に設置し ます。

• 緊急電源 OFF ス イ ッチを室内に設置し ます。

• 回路から電源が遮断されているかど う か必ず確認し ます。

• システムに付属の電源コード のみを使用し ます。

• 電源コード は、 保護アース端子を備えた電源コ ンセン ト にのみ接続

し ます。

• システムの後ろから電源コード にいつで も簡単にア ク セスでき る よ

う にし ます。

• 換気口がふさ がれておらず、 換気の良いエ リ アに装置を設置し ます。

• RMX 2000 ユニ ッ ト の上に直接重いものを置かないよ う にし ます。

• 装置の周囲で液体を使用し ないよ う にし ます。
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ラ ッ クマウン ト の安全性に関する予防措置

ラ ッ ク マウ ン ト の安全性に関し て、 下記の予防措置を講じ る必要があ り
ます。

• RMX 2000 の周囲を清潔で整理整頓された状態に保ちます。

• RMX 2000 ユニ ッ ト を保持する装置ラ ッ ク について、 適切な位置を

決定し ます。 清潔でほ こ り がな く 、 換気の良い場所に設置する必要
があ り ます。 高温、 電気雑音および電磁場の生成される場所は避け
ます。 アース された電源コ ンセン ト の近 く に設置する必要も あ り ま
す。

• ラ ッ ク底面のレベ リ ングジ ャ ッ キが床面に完全に延ばされ、 ラ ッ ク

の全重量がジ ャ ッ キにかかる よ う にし ます。

• ラ ッ ク を 1 台設置する場合は、 ラ ッ ク にス タ ビ ラ イザを取 り 付ける

必要があ り ます。

• 複数のラ ッ ク を設置する場合は、 ラ ッ ク同士を連結させる必要があ

り ます。

• ラ ッ ク から コ ンポーネン ト を拡張する前に、 ラ ッ ク が安定し ている

こ と を確認し ます。

• 一度に 1 つのコ ンポーネン ト のみを拡張し ます。 2 つ以上のコ ン

ポーネン ト を同時に拡張する と、 ラ ッ ク が不安定にな る場合があ り
ます。

• レールを設置する前に、 ラ ッ ク での各コ ンポーネン ト の配置を決定

し ます。

• 一番重いコ ンポーネン ト を ラ ッ ク の一番下に設置し、 順次重たいも

のから設置し ます。

• 電源ユニ ッ ト に触れる前に、 十分冷ま し ます。

• 適切な冷却を確保する ため、 サービ ス時以外はラ ッ ク の ト レ イおよ

びカード ス ロ ッ ト は閉じ ておき ます。
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設置に関する予防措置

RMX 2000 の設置に関し て、 下記の予防措置を講じ る必要があ り ます。 

• 電圧調整機能付きの UPS を使用し、 パワーサージや電圧スパイ ク か

ら RMX 2000 を保護し、 停電時にも MCU が停止し ないよ う にし ま

す。

• RMX 2000 は、 机上など、 固 く 平ら な面または 19 イ ンチラ ッ ク に設

置し ます。

• RMX 2000 のエアフ ローは右から左です。 適切な換気を確保する た

め、 システムの左右両側をふさがないよ う にし ます。

RMX 2000 のコ ンポーネン ト
RMX 2000 コ ンポーネン ト には、 ・ - 4 「Polycom RMX 2000 コ ンポー

ネン ト の説明」 に リ ス ト ア ッ プされている とお り 、 MCU の前後両側にモ

ジ ュールが配置されています。 詳細については、 「RMX 2000 のフ ロ ン ト

パネル」 1-8 および 「RMX 2000 リ アパネル」 1-10 ページの説明を参照

し て く だ さい。

電気系コ ンポーネン ト の取り扱い時には、 標準的な帯電防止に関する予防措置
を講じ る必要があ り ます。
• アースス ト ラ ッ プを装着し ます

• カー ドのエ ッ ジ部分のみを持ち、 コ ンポーネン ト またはコネク タ ピンには触

れないよ う にし ます

• RMX2000 に取り付ける場合以外は、 コ ンポーネン ト を帯電防止バッ グに入

れておきます

ご使用の RMX 2000 に使用されているシャーシのタ イプを確認し て く だ さい。

RMX 2000 バージ ョ ン 4 には、 環境を配慮し た新型シャーシが使用されていま

す。 詳細については、 Polycom サポー ト にお問い合わせ く だ さい。
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RMX 2000 のフ ロン ト パネル

図  に、 RMX 2000 のフ ロ ン ト パネルを示し ます。 図  には、 RMX 2000
のフ ロ ン ト パネル を示し ています。 フ ロ ン ト パネルには RMX 2000 の メ

イ ン CNTL モジ ュール、 MPM/MPM+ モジュール、 電源引出、 ステータ

ス LED およびフ ァ ンが配置されています。

図 1-1 RMX 2000 フ ロン ト パネル

RMX 2000

FAN
STATUS

CNTL

CNTL

MPM+80

MPM+80

PWR
STATUS

PWR FANSERR RDYACT HD HS

ERR RDY ACT HS

HSERR RDY ACT

MPM/MPM+ カー ド および LED フ ァ ン引出 

電源引出 コ ン ト ロール ユニ ッ
ト       および LED

USB ポー ト  - ユーザー   
は 使用できません

オプシ ョ ン CPU       
および LED

フ ァ ン          
および
電源 
ステータ ス
LED

表 1-4  Polycom RMX 2000 コ ンポーネン ト の説明

コ ンポーネン ト 説明

CNTL (CPU) モ

ジュール

CNTL モジュールは RMX 2000 を制御および管理し ます。

CNTL モジュールには、 ComExpress Pentium-M 1.4 GHz プロ

セ ッサ、 40GB ハー ド デ ィ スク ド ラ イブ、 1GB コ ンパク ト フ

ラ ッ シュおよび 1GB DDR RAM が搭載されています。 

オペレーテ ィ ングシステムは Linux です。

電源引出 電源引出は、 MPM/MPM+ カー ドの下に配置されてお り、 電源

コネク タによ ってバッ ク プレーンに接続し ます。 100 ～ 240 ボ

ル ト 、 AC 50/60 Hz で動作し、 内蔵の負荷分散機能によ り、

+48VDC 700W の出力を供給し ます。 
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フ ァ ン引出 引出には 3 基のフ ァ ンが格納されています。 エア フ ローは右か

ら左で、 出口側に MCU があ り ます。 引出は、 コネク タによ っ

てバッ ク プレーンに接続されます。

MPM (Multi 
Processor Module) 
カー ド

MPM カー ドは、 RMX 2000 のさ まざまな RTP、 音声およびビ

デオ処理機 MPM カー ドは ATCA 規格に基づいてお り、 CM 

(Card Manager) および最大で 26 基の 720Mhz TI DSP を搭載で

きます。

2 つのタ イ プを使用できます。

• MPM - F - 26 DSP

• MPM - H - 13 DSP

Multi Processor 
Module+ (MPM+) 
カー ド

MPM カー ドは、 RMX 2000 ユニ ッ ト のさ まざまな RTP、 音声

およびビデオ処理機 MPM+ カー ドの TI C6455 プロセ ッサには、

下記の組み合わせを使用できます。

• MPM+20 (20 CIF リ ソース )

• MPM+40 (40 CIF リ ソース )

• MPM+80 (80 CIF リ ソース )

メ モ : 

• MPM+ カー ドはソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 4.0 および

それ以降のバージ ョ ンにのみ使用できます。 MCU 

ハー ド ウ ェ ア設定に適し た

• MPM+ カー ドは環境を配慮し た新型 D タ イプシャー

シにのみ使用でき、 C タ イプシャーシに挿入し ても

無効と な り ます。

表 1-4  Polycom RMX 2000 コ ンポーネン ト の説明 ( 続き )

コ ンポーネン ト 説明
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RMX 2000 リ アパネル

RMX 2000 の リ アパネルには、 RTM IP カードおよび、 オプシ ョ ンの 

RTM ISDN カード があ り ます。 RTM ISDN カード は、 RMX 2000 リ アパ

ネルの下部ス ロ ッ ト に挿入し く さい。 リ アパネルには、 電源ス イ ッチ、
AC イ ン レ ッ ト 、 サーキ ッ ト ブレーカー、 追加の通信ポー ト が配置され

ています。

RTM IP

RTM IP カード は、 ATCA 規格に基づ く システム管理を提供し、 バッ ク プ

レーンに接続し ます。 システムのフ ァ ンの動作を制御し、 電力供給を調
整し ます。 このカー ド は、 各カー ド と システム コ ンポーネン ト 間のデー
タ をルーテ ィ ング し、 外部 IP ネ ッ ト ワークへの接続を提供し ます。 

RTM IP カード 接続には下記が含まれます。

• LAN ポー ト  x 3

• 10/100Mb ShMG ポー ト  ( 予備 )

• シ リ アルポー ト  x 1 ( 予備 )

• USB ポー ト  x 1

図 1-2 RMX 2000 の RTM IP リ アパネルレ イアウ ト

LAN1、 LAN3 および 10/100Mb ShMG ポー ト は使用せず、 これらのポー ト の

プ ラスチ ッ クのキャ ッ プは取り外さ ないで く だ さい。

LAN 1 ～ 3 ポー ト
および LED

10/100Mb ShMG  
LAN および LED

内部 LAN 接続 シ リ ア
ルポー
ト

USB 
ポー ト

STANDBY ボタ ン
および LED

LAN 1、 LAN 3、 ShMG およびシ リ アルポー ト はデバッ
グ専用です。 ユーザーは使用できません。
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Polycom RMX 2000 ハードウェアガイド
RMX 2000 の リ アパネルには下記の項目があ り ます。

表 1-5  RMX 2000  のリ アパネル - RTM IP コ ンポーネン ト の説明

項目 説明

LAN 1 使用できません。 未接続。

メ モ :LAN 1 にはプ ラ スチ ッ クのキャ ッ プが取り付けられていま

す。 このキャ ッ プを取り外さ ないで く だ さい。

LAN 2 ネ ッ ト ワーク接続に使用し ます。

LAN 3 リ モー ト アクセス用。 代替管理ネ ッ ト ワーク のみで使用し ま

す。詳細については、RMX 2000 Administrator's Guide、付録 F:  

「Alternate Management Network」 F-1 ページを参照し て く だ さ

い。

メ モ :LAN 3 を使用し ない場合、 取り付けられているプ ラスチ ッ

クのキャ ッ プは取り外さ ないで く だ さい。

10/100 ShMG 使用できません。 デバッ グ専用です。 

メ モ :10/100 ShMG にはプ ラスチ ッ クのキャ ッ プが取り付けら

れています。 このキャ ッ プを取り外さ ないで く だ さい。

シ リ アル 使用できません。 デバッ グ専用です。

USB USB キー接続。 詳細については、 RMX 2000 ス ター ト ア ッ プガ

イ ド、 「初めての設置と設定」 2-1 ページを参照し て く だ さい。

STANDBY ボタ ン CPU をアク テ ィ ブまたは待機中に切り替えます。
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第 1-章ハードウェアの説明
RTM ISDN

RTM ISDN カード は、 MPM/MPM+ に直接接続し ます。 RTM ISDN カー

ド は、 MPM/MPM+ カー ド と システム コ ンポーネン ト 間のデータ をルー

テ ィ ング し、 ISDN T1/E1 メ デ ィ アを IP パケ ッ ト に変換し、 外部 ISDN 

ネ ッ ト ワークへの接続を提供し ます。 

RTM ISDN カード は RMX の リ アパネルに取 り 付け られ、 RMX ユニ ッ ト

と  ISDN/PSTN ス イ ッ チ間のイ ン ターフ ェ イ ス と し て動作し ます。 1 台の 

RMX 2000 に最大で 2 基の RTM ISDN カード を搭載する こ と ができ ます。

RTM ISDN カード は、 MPM/MPM+ カード に直接接続し て く だ さい。 

• MPM/MPM+ カード が 1 枚のみの RMX では、 RTM ISDN カード を 

MPM/MPM+ カード と同じ レベルの リ アパネルス ロ ッ ト に取 り 付けて

く ださい。
2 枚の MPM/MPM+ カード を使用する RMX では、 RTM ISDN カード

を 2 カ所の リ アパネルカー ド ス ロ ッ ト のいずれかに取 り 付ける こ と

ができ ます。 2 枚の MPM/MPM+ カー ドおよび RTM ISDN カード が

取 り 付け られている場合は、 合計で最大 14 本の E1 または 18 本の 

T1 PRI ケーブルを接続でき ます。

各 RTM ISDN カード には下記の接続端子が搭載されています。

• 図 1- 3 に示すよ う に、7 本の E1 または 9 本の T1 PRI 回線を 12 個の

プラ グのいずれかに接続でき ます。

• LAN ポー ト  x 1

RMX 2000 には、 専用の E1 または T1 タ イプのネ ッ ト ワークサービスを使用

できます。 E1 と T1 ISDN ネ ッ ト ワークサービスを同時に使用する こ とはでき

ません。
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図 1-3 RMX 2000 の RTM ISDN リ アパネルレ イアウ ト

ISDN/PSTN ク ロ ッ ク ソース

各 RTM ISDN カード には、 プラ イマ リ およびセカンダ リ ク ロ ッ ク ソース

があ り ます。 同期の最初のスパンはプラ イマ リ ク ロ ッ ク ソースから、 2 

番目のスパンはセカンダ リ ク ロ ッ ク ソースから取得されます。 こ の ク
ロ ッ クは、 ISDN スパンの同期のみに使用されます ( システム ク ロ ッ ク と

は異な り ます )。

一方の ク ロ ッ ク ソースが使用不能にな る と ア ラームが起動されます。 シ
ステム設定で適切なフ ラ グを設定する こ と によ り 、 このア ラームをオフ
にする こ と ができ ます。

LAN および LED E1/T1 接続

H/S LED

RTM-ISDN カー ドは、 スパンが E1 または T1 のいずれの場合でも、 200 名ま

での音声参加者をサポー ト し ます。
1-13



第 1-章ハードウェアの説明
RTM IP および ISDN カー ドへのケーブル接続

外部コネクタはすべて リ アパネルに搭載されています。

図 1-4 RMX 2000 のリ アパネル、 ケーブルを接続し た状態

LAN 2 接続 電源ケーブルOff/On  
スイ ッ チ

E1/T1 接続

LAN 1、 LAN 3 および ShMG ポー ト から保護キャ ッ プを取り外さ ないで く だ

さい。
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RMX 2000 LED
RMX のフ ロ ン ト パネルおよび リ アパネルには、 LED が搭載されていま

す。 フ ロ ン ト パネルの LED には、 コ ンポーネン ト の状態が リ アパネルの 

LED は、 外部接続の状態および RTM IP カード のステータ ス を表し ます。

RMX 2000 フ ロン ト パネルの LED

RMX 2000 のフ ロ ン ト パネルには下記の項目があ り ます。

表 1-6  RMX 2000 のフ ロン ト パネル LED

コ ンポーネン ト LED ID LED カ ラー 説明

フ ァ ンのステータ ス 緑 正常。

赤 警告 - フ ァ ンまたは電源の障害。

電源のステータ ス 緑 正常。

赤 エラー - 電源に問題。

電源ケーブルのプ ラグを外すと、 電源

が切れる前に、 FAIL LED が 2 ～ 3 秒

間点灯し ます。
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第 1-章ハードウェアの説明
MPM/MPM+ カー

ド

ERR 赤 オン - ボー ド上の重要なエラー。

点滅 - カー ドの起動中。

RDY 緑 オン - カー ドが正常に起動し ま し た。

点滅 - カー ドの起動中。

ACT アンバー オン - 少な く と も 1 人の参加者が会議

に接続されています。

点滅 - カー ドの起動中。

HS 青色 点滅 - CPU エジ ェ ク タ レバーを軽 く

引っ張る こ とによ り、 シ ャ ッ ト ダウン

プロセスが開始されま し た。 この LED 

は、 CNTL のカー ドの HS LED と同期

し て点滅し ます。

オン - カー ドは電源停止モー ド状態で

す。 

カー ドの取り外しが開始されま した - 

CPU エジ ェ ク タ レバーが完全に開いた

ら、 カー ド を安全に取り外すこ とがで

きます。

カー ド挿入が開始されま した - 起動段

階中に青色の HS LED が点灯し たまま

の場合、 カー ドがシャーシに正し く 挿

入されているか確認し て く だ さい。 こ

の状態が解消されない場合、 Polycom 

サポー ト 宛にご連絡願います。

表 1-6  RMX 2000 のフ ロン ト パネル LED ( 続き )

コ ンポーネン ト LED ID LED カ ラー 説明
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CNTL ユニ ッ ト ERR 赤 オン - 重要なシステムエラー。 ア ク

テ ィ ブ警告の場合にはこのラ イ ト がオ

ンにな り、 緑色の RDY がオフにな り

ます。

オフ - 正常。

点滅 - システムの起動中。

RDY 緑 オン - CPU カー ドが正常に起動し ま し

た。 すべてのシステム設定が完了する

と、 このラ イ ト が緑色にな り ます。 

オフ - 赤色の ERR LED が点灯し てい

る と きはオフにな り ます。

点滅 - システムの起動中。

ACT アンバー オン - 少な く と も 1 つのエン ド ポイ ン

ト がシステムに接続されています。

点滅 - システムの起動中。

HD 赤 オフ - 正常。

点滅 - ハー ド デ ィ スクがア クテ ィ ブ。

HS 青 点滅 - MPM/MPM+ カー ド で電源切断

プロセスが開始されたこ と を示し ま

す。 この LED は、 MPM/MPM+ カー ド

の HS LED と同期し て点滅し ます。

オフ - 正常。

オン - CPU を取り外すこ とができま

す。

表 1-6  RMX 2000 のフ ロン ト パネル LED ( 続き )

コ ンポーネン ト LED ID LED カ ラー 説明
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第 1-章ハードウェアの説明
RMX 2000 のリ アパネル LED

RTM IP

RTM IP カード では、 下記の LED が使用されます。

表 1-7  RMX 2000 RTM IP LED

コ ンポーネン ト LED 名 LED カ ラー 説明

LAN LED (1 ～ 3) LNK 緑 ネ ッ ト ワーク接続がア ク テ ィ ブな

場合に点灯し ます。 パケ ッ ト の送

受信時に点滅し ます。

1 Gb アンバー １  Gb オン ラ イ ン接続で点灯し ま

す。 パケ ッ ト の送受信時に点滅し

ます。

10/100 ShMG LED LNK 緑 ネ ッ ト ワーク接続がア ク テ ィ ブな

場合に点灯し ます。 パケ ッ ト の送

受信時に点滅し ます。

100 アンバー ネ ッ ト ワークが 10/100Mb の場合

に点灯し ます。 パケ ッ ト の送受信

時に点滅し ます。

SLOT (1 ～ 4) LED LNK         
(1 ～ 4)

緑 ネ ッ ト ワーク接続がア ク テ ィ ブな

場合に点灯し ます。 パケ ッ ト の送

受信時に点滅し ます。

1Gb               
(1 ～ 4)

アンバー １  Gb オン ラ イ ン接続で点灯し ま

す。 パケ ッ ト の送受信時に点滅し

ます。
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ShMG LED ERR 赤 オン - RTM カー ド上の重要なエ

ラー

点滅 - システムの起動中

ACT 赤 オン - パケ ッ ト フ ローが MCU 

シャーシを出入り し ています

点滅 - システムの起動中

RDY 緑 オン - RTM IP カー ドが正常に起動

し ま し た

点滅 - システムの起動中

HS 青 オフ - 正常

点滅 - 電源遮断プロセス中

オン - RTM IP カー ド を取り外すこ

とができます

Standby LED 青 オン - CPU およびシステムは待機

中 ( オフ ) モー ド です

表 1-7  RMX 2000 RTM IP LED ( 続き )

コ ンポーネン ト LED 名 LED カ ラー 説明
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RTM ISDN

RTM ISDN では、 下記の LED が使用されます。

表 1-8  RMX 2000 の RTM ISDN LED

機能名 LED 名 LED カ ラー 説明

LAN LED (1) LNK 緑 ネ ッ ト ワーク接続がア ク テ ィ ブな

場合に点灯し ます。 パケ ッ ト の送

受信時に点滅し ます。

1 Gb アンバー 1Gb 接続がオン ラ イ ンの場合に点

灯し ます。 パケ ッ ト の送受信時に

点滅し ます。

ShMC LED H/S 青 オフ - 正常

点滅 - この LED は、 MPM/MPM+ 

カー ドのホ ッ ト スワ ッ プ機能が 

MPM/MPM+ および RTM ISDN 

カー ドの電源オフルーチンを開始

する と起動されます。 

オン - RTM ISDN カー ドの電源が

オフにな り ま し た。 この LED は、

MPM/MPM+ カー ドのホ ッ ト スワ ッ

プ機能が MPM/MPM+ および RTM 
ISDN カー ドの電源をオフにする

と、 MPM/MPM+ カー ド によ って起

動されます。
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MPM および MPM+ 設定モー ド
RMX ユニ ッ ト には、 MPM または MPM+ メ デ ィ アカード のいずれかを

使用でき ます ( 同時に使用する こ と はでき ません )。 システムに使用され
る カード のタ イプに応じ て、 カード設定モード は異な り ます。 MPM 

カー ド を MCU に使用する と、 MPM モード が実行されます。 MPM+ 

カー ド を使用する と、 RMX は MPM+ モード  で実行され、 リ ソース割 り

当ておよびシステム内での利用に対し て管理者拡張コ ン ト ロールおよび
モニ タ リ ングが可能にな り ます。 

MPM+ カード は、 D-  タ イプのシ ャーシおよびソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 

4.0 でのみサポー ト されます。 

MPM+ カード の能力は、 MPM カー ド 2 枚分に匹敵し ます。 2 枚の MPM 

カー ドおよび 1 枚の MPM+ カード を RMX で使用し た場合の各ビデオ リ

ソース タ イプでの リ ソース容量の比較について、 ・ - 9 を参照し て く だ
さい。

表 1-9    MPM+ および MPM のリ ソース容量 Resource Capacity

ポー ト タ イプ

最大限可能な範囲

MPM MPM+

音声 400 800

CIF 80 160

SD30 20 60

HD720p 20 40 

HD1080p ﾐ 20

• メ モ リ 500MB の RMX は、 システムリ この最大限可

1000MB メ モ リの RMX は、 この最大限可能な範囲には準じ ません。

• RMX のメ モ リサイズは、 管理  > システム情報 プロパテ ィ ボ ッ クスで確認

できます。
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MPM+ リ ソース容量 

MPM+ カード は、 リ ソース容量 と処理能力を強化し ます。 3 種類の

MPM+ カード の組み合わせによ り (MPM+ 80, MPM+ 40 および

MPM+ 20 )、 さ まざ まな リ ソース容量を CP 会議に提供でき ます。 

CP 会議の場合 :

• フ レーム レー ト が HD720p から最大 60fps に増強されま し た。

• ビデオ解像度が最大 HD1080p に強化されま し た。

• 帯域幅は、 最大  4 Mbps です。

各種 MPM+ カー ド の種組み合わせによ る ビデオ処理能力の向上について

は、 ・ - 10 を参照し て く だ さい。 

HD ビデオスイ ッ チ会議の場合 :

解像度 HD1080p で 2 枚の MPM+ カー ド を使用する RMX では、 以下の

接続をお勧めし ます :

• 参加者 160 名での回線速度には、 最大 2Mbps

• 参加者 80 名での回線速度には、 最大 4Mbps

• 参加者 40 名での回線速度には、 最大 6Mbps

表 1-10    CP 会議に対する MPM+ カー ドの組み合わせおよび容量

カー ド

タ イプ

リ ソース

帯域幅

音声 CIF
SD
@30fps

HD720p
@30fps

HD720p
@60fps

HD1080p
@30fps

MPM+ 80 400 80 30 20 10 10 最大

4Mbps
MPM+ 40 200 40 15 10 5 5 

MPM+ 20 100 20 7 5 2 2
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MPM および MPM+ モー ド

システムに取 り 付け られた MPM+ と  MPM カード は、 同時に使用でき ま

せん。 RMX は、 MPM または MPM+ モー ド のいずれかで実行されます。

起動 / 再起動中のモー ド選択 

• バージ ョ ン 4.0 がイ ン ス ト ールされている RMX は、 メ デ ィ アカー

ド が挿入されていな く て も、 MPM+ モード に初期設定されます。

• Polycom Resource Center からバージ ョ ン 4.0 ソ フ ト ウ ェ アをダウ ン

ロード し て、 バージ ョ ン 3 ( またはそれ以前 ) のシステムをア ッ プグ

レード する場合、 RMX は MPM モード に初期設定されます。 

実行中のシステムに MPM/MPM+ カー ド を挿入または交換し て再起動後

に有効 と なるモー ド については、 ・ - 11 を参照し て く だ さい。

• MPM/MPM+ カー ドが取り外されるか実行中に交換される と、 RMX は 

MPM または MPM+ カー ド設定モー ド に切り替えられます 。

• カー ド設定モー ドの切り替えは、 システムの再起動時に有効と な り ます。

• システムがオフの状態で MPM/MPM+ カー ド を挿入または交換し ても、 再

起動時にモー ドは切り替えられません。 この場合、 前回電源を切る と きに
有効だったカー ド設定モー ド で再起動し ます。

表 1-11    システム再起動後に有効と なる カー ド設定モー ド

現在のカー ド

設定モー ド

挿入する カー

ド
有効なカー ド 無効なカー ド

再起動後のカー

ド設定モー ド

MPM+ MPM 

または
MPM x 2

な し すべて MPM

MPM 

および 
MPM+

MPM+ のみ MPM
のみ

MPM+

MPM+ 

または
MPM+ x 2

すべて な し MPM+
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例 1:

現在の状態

2 枚の MPM カード を RMX に挿入。

カード設定モード は MPM。 

2 枚の MPM カード が 有効。

アクシ ョ ン

1. 1 枚の MPM カード を取 り 外し。

2. 1 枚の MPM+ カード を挿入。

結果

カー ド設定モー ドは MPM( 変更な し )。

も う  1 枚の MPM カード は有効 ( 変更な し )。

挿入し た MPM+ カード は無効。

再起動後

カー ド設定モー ドは MPM+ です。

挿入し た MPM+ カード は有効。

も う  1 枚の MPM+ カード は無効。

MPM MPM 

または
MPM x 2

すべて な し MPM

MPM 

および 
MPM+

MPM
のみ

MPM+ のみ MPM+

MPM+ 

または
MPM+ x 2

な し すべて MPM+

表 1-11    システム再起動後に有効と なる カー ド設定モー ド ( 続き )

現在のカー ド

設定モー ド

挿入する カー

ド
有効なカー ド 無効なカー ド

再起動後のカー

ド設定モー ド
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例 2: 

現在の状態

1 枚の MPM+ カード を RMX に挿入。 

カー ド設定モード は MPM+。 

MPM+ カード は有効。

ア ク シ ョ ン

1. MPM+ カード を取 り 外し。

2. 1 枚の MPM カード を挿入。

結果

カー ド設定モード は MPM+( 変更な し )。

挿入し た MPM カード は無効。

RMX のシャーシ タ イプ
RMX のシ ャーシには、 A、 B、 C、 D の 4 タ イプがあ り ます。 MPM+ 

カー ド を使用でき るのは、 環境を配慮し た D タ イプシ ャーシ ( パー ト 番

号に D の文字 ) のみです。

シ ャーシ タ イプはハード ウ ェ アモニ ターで参照でき ます。 Slot 0 を右ク

リ ッ ク し て Properties を ク リ ッ ク し ます。
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RMX 2000 - General Information ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが開き ます。

RMX パー ト 番号には、 上の図の黒い四角の枠のよ う に、 シ ャーシ タ イプ

を示す A/B/C/D の文字が含まれています。

詳細については、 RMX Administrator’s Guide の第 17 章 「RMX Hardware 
Monitoring」  を参照し て く だ さい。
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コ ンポーネン ト の交換
RMX 2000 は、 容易な メ ンテナン ス を配慮し て設計されています。 ほ と

んどのコ ンポーネン ト は交換可能で、 フ ロ ン ト パネルまたは リ アパネル
から直接配置されています。 

下記のコ ンポーネン ト は、 故障し た場合に交換でき ます。

• CNTL モジ ュール。 「CNTL モジ ュールの交換」 1-30 ページ参照。

• 電源モジュール。 「電源モジ ュールの交換」 1-31 ページ参照。

• フ ァ ン 引出。 「フ ァ ン引出の交換」 1-32 ページ参照。

• MPM/MPM+ カード。 ホ ッ ト ス ワ ッ プ可能。 「故障し た MPM/MPM+ 

カード の交換」 1-33 ページ参照。

• RTM ISDN カード については、 「RTM ISDN カード の交換」 1-35 ペー

ジを参照し て く ださ い。

• RTM IP カード。 「RTM ISDN カード の交換」 1-35 ページ参照。

部品を交換する前に

• 部品交換の必要性を確認する ため、 ト ラブルシ ューテ ィ ング手順を

実行し ます。

• 交換が必要な部品を正確に特定し ます。

• 適切な交換部品が揃っている こ と を確認し ます。

• システムの損傷を避ける ため、 適切な ESD 装置を使用し ている こ と

を確認し ます。

MPM/MPM+ カー ドのみホ ッ ト スワ ッ プ可 RTM IP および RTM ISDN カー ドは

ホ ッ ト スワ ッ プ不可です。 RTM ISDN または RTM IP カー ドの交換時には、 シ

ステムのシャ ッ ト ダウンが必要です。

警告 !
• すべてのメ ンテナンス タ スクは、 資格と権限のある担当者が実行する必要

があり ます。

• デ ィ ーラーの供給する交換部品のみを使用し て く だ さい。

• すべての手順に従って く だ さい。 手順を省略し ないで く だ さい。

注意 !
すべてのカー ド について、 起動段階中に青色の HS LED が点灯し たままの場

合、 カー ドがスロ ッ ト に正し く 挿入されているか確認し て く だ さい。 この状態
が解消されない場合、 Polycom サポー ト 宛にご連絡願います。
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RMX コ ンポーネン ト のエジ ェ ク タ レバーのタ イプ

RMX では、 2 つのタ イプのエジェ ク タ レバーがカード に取 り 付け られて

います。

• すべて金属製 ( シルバー ) のレバー

• ロ ッ ク キ ャ ッ チのあ るプラ スチ ッ ク キ ャ ッ プ付きの改造 PMC 互換

エジェ ク タ レバー

すべて金属製のエジ ェ ク タ レバーを使用

このエジェ ク タ レバーは、 3 つの位置に動かすこ と ができ ます。

• 閉じ た状態 - エジェ ク タ レバーが完全に格納され、 カード パネルに

押し付け られます

• 一部開 - カード への電源停止モー ド です。 カー ド と コ ン ト ロールユ

ニ ッ ト 上にあ る青色の HS LED が点滅し始める まで、 エジェ ク タ レ

バーを一部開き ます。 HS LED が点灯し ている と きは、 カード の電

源がオフになってお り 、 カード を取 り 外すこ と ができ ます。 

• 全開 - カード は MCU ハウジングから完全に外れます

改造 PMC 互換エジ ェ ク タ レバーを使用

このエジェ ク タ レバーは、 3 つの位置に動かすこ と ができ ます。

• 閉じ て ロ ッ ク された状態 - エジェ ク タ レバーをカード のパネルに

ゆっ く り と押し付ける と ロ ッ ク されます。 ロ ッ ク キ ャ ッ チが通常の
閉じ た位置でロ ッ ク されている こ と を確認し て く だ さい ( 下図のよ
う に右に動かし ます )。

警告 !
取り外し作業を開始し て HS LED が点滅を開始し たら、 起動するまで処理を中止する こ

とはできません。
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• 一部開 - カードへの電源停止モード です。 カード と コ ン ト ロールユ

ニ ッ ト 上にあ る青色の HS LED が点滅し始める まで、 エジェ ク タ レ

バーを一部開き ます。 HS LED が点灯し ている と きは、 カー ド の電

源がオフになってお り 、 カード を取 り 外すこ と ができ ます。

• 全開  - この位置でカード は MCU ハウ ジングから完全に外れ、 取 り

外すこ と ができ ます

ハン ドル

ロ ッ クキャ ッ チの解除 - 人差し指で 「ハン ドル」

を押さ え、 親指でキャ ッ チを左に向けて動かし ま

す。 レバーが 「全開」 するまで、 ハン ドルを

シ ャーシからゆっ く り と引き出し ます。

レバーを閉じ る - レバーが開いた位置にある こ と

を確認し、 カー ド をレバーが噛み合う までシャー

シに押し込みます。 人差し指で 「ハン ドル」 を押

さ え、 親指でキャ ッ チを押さ えて左端まで動かし

ます。 カー ド をレバーが閉じ るまでシャーシに押

し込みます。 親指でカー ド を所定の位置に押し込

み、 親指でキャ ッ チを右に向けてロ ッ ク位置まで

動かし ます。 レバーがロ ッ ク されている こ と を確

認し ます。

警告 !
取り外し作業を開始し たら作業を中止する こ とはできず、 起動する と HS LED が点滅し

ます。

レバー全開 - レバーハン ド ルを全開位置まで引っ張り
ます ( 約 70 度 )。 左の図を参照し て く だ さい。
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CNTL モジュールの交換

CPU モジュールは、 RMX 2000 の管理システムです。 下記の手順に従っ

て、 CPU (CNTL) モジ ュールを交換し ます。

1 RMX 2000 の電源ス イ ッ チがオフ (O の位置 ) になっている こ と を確

認し ます。

2 RMX 2000 のフ ロ ン ト パネルで、 CNTL モジ ュールを固定し ている

ネジを取 り 外し ます。

3 金属製のエジェ ク タ レバーを使用し て CNTL モジュールをバッ ク プ

レーンのス ロ ッ ト から引き出し ます。

4 CNTL モジュールを注意し ながら スラ イ ド させ、 フ ロン ト パネルか

ら取り外し ます。

5 取 り 付ける CNTL モジ ュールのエジェ ク タ レバーを完全に開 く 位置

まで動かし ます。

6 交換用の CNTL モジ ュールを ス ラ イ ド させて取 り 付けます。

7 CNTL モジ ュールをバッ ク プレーンにし っか り と押し込み、 ス ロ ッ

ト に適切に取 り 付け られている こ と を確認し ます。

8 金属製のエジェ ク タ レバーがハウジングに完全に引き込まれた こ と

を確認し ます。

9 RMX 2000 のフ ロ ン ト パネルで、 CNTL モジ ュールを固定し ている

ネジを締め付けます。

10 RMX 2000 の電源をオンにし ます。

再起動後のカー ド設定モー ドの詳細ついては、 「MPM および MPM+ 設定モー

ド」 1-21 ページを参照し て く だ さい。
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電源モジュールの交換

RMX 2000 に電力を供給するモジ ュールです。 下記の手順に従って、 電

源モジ ュールを交換し ます。

1 RMX 2000 の電源ス イ ッ チがオフ (O の位置 ) になっている こ とおよ

び電源コード が MCU から取 り 外されている こ と を確認し ます。

2 RMX 2000 のフ ロ ン ト パネルで、 電源ユニ ッ ト を固定し ているネジ

を取 り 外し ます。

3 電源ユニ ッ ト を指でつかんでバッ ク プレーンのス ロ ッ ト から引き出

し ます。

4 電源ユニ ッ ト を注意し ながら ス ラ イ ド させ、 フ ロ ン ト パネルから取

り 外し ます。

5 交換用の電源ユニ ッ ト を ス ラ イ ド させて取 り 付けます。

6 電源ユニ ッ ト をバッ ク プレーンにし っか り と押し込み、 ス ロ ッ ト に

適切に取 り 付け ら ている こ と を確認し ます。

7 金属製のエジェ ク タ レバーがハウジングに完全に引き込まれている

こ と を確認し ます。

RMX 2000 に使用し ている電源のタ イプを確認し て く だ さい。 システムに現在

取り付けられている タ イプ以外の電源は使用し ないで く だ さい。
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8 RMX 2000 のフ ロ ン ト パネルで、 電源ユニ ッ ト を固定し ているネジ

を締め付けます。

9 RMX 2000 の電源をオンにし ます。

フ ァ ン引出の交換

フ ァ ン引出には 3 基のフ ァ ンが格納されています。 エアフ ローは右から

左です。 Fan LED によ っていずれかのフ ァ ンで障害が発生し ている こ と

が示された場合は、 フ ァ ン引出を交換する必要があ り ます。

1 RMX 2000 のフ ロ ン ト パネルで、 フ ァ ン引出を固定し ているネジを取

り 外し ます。

2 金属製のエジェ ク タ レバーを使用し て フ ァ ン引出をバッ ク プレーン

のス ロ ッ ト から引き出し ます。

3 フ ァ ン引出を注意し ながら ス ラ イ ド させ、 フ ロ ン ト パネルから取 り

外し ます。

4 交換用のフ ァ ン引出を ス ラ イ ド させて取 り 付けます。

再起動後のカー ド設定モー ドの詳細ついては、 「MPM および MPM+ 設定モー

ド」 1-21 ページを参照し て く だ さい。

警告 !
フ ァ ン引出は RMX の電源がオンの状態で交換する こ とができますが、 交換用

の引出を直ちに取り付ける必要があ り ます。 システムで重大な温度の上昇が検
出される と、 システムシャ ッ ト ダウンが開始されます。
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5 フ ァ ン引出をバッ ク プレーンにし っか り と押し込み、 ス ロ ッ ト に適

切に取 り 付け られた こ と を確認し ます。

6 金属製のエジェ ク タ レバーがハウジングに完全に引き込まれている

こ と を確認し ます。

7 RMX 2000 のフ ロ ン ト パネルで、 フ ァ ン引出を固定するネジを締め

ます。

故障し た MPM/MPM+ カー ドの交換

MPM/MPM+ カー ドの MCU からの取り外し

すべての MPM/MPM カード は、 RMX 2000 の電源を入れて操作し ている

と き も挿入または取 り 外しが可能です。

MPM/MPM+ カード を取 り 外す前に、 取付ネジを外し てエジェ ク タ レ

バーを開き、 カー ド の 「電源を切る」 必要があ り ます。 

1 該当する場合は、 取付ネジを緩めてス ロ ッ ト カバーを取 り 外し ます。

2 カード と コ ン ト ロールユニ ッ ト の青色の HS LED が点滅し始める ま

で、 エジェ ク タ レバーを一部開いてカード の電源を切 り ます。 

3 MPM/MPM+ および RTM ISDN カー ドの電源オフは、 以下のよ う に

進められます。

－ カー ドのすべての参加者接続が切断されます

－ システムで障害が生成されます

－ 切断された各参加者について、 オペレーターによる切断を理由
とする参加者切断イベン ト が CDR に書き込まれます

－ カー ドが取り外されている と きには、 新たな参加者接続はブ
ロ ッ ク されます

－ RTM ISDN カー ドが MPM/MPM+ カー ド に接続されている場合

には、 これも電源がオフにな り、 すべての ISDN および PSTN 

参加者が切断されます

－ RTM ISDN カー ドが取り外された と きには、 そのリ ソースはリ

ソースレポー ト から差し引かれます

警告 !
取り外し作業を開始し たら作業を中止する こ とはできず、 起動する と HS LED が点滅し

ます。
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－ MPM/MPM+ カー ドの取り外し を示すエン ト リがログフ ァ イル

に書き込まれます

－ ポー ト 使用状況が再計算され、 ポー ト ゲージおよびビデオ / ビ
デオポー ト 設定ダイアログボ ッ ク スが更新されます

4 MPM+、 RTM ISDN およびコ ン ト ロール ユニ ッ ト  上にあ る青色の 

HS LED が点滅を停止し て点灯し た ら、 固定ネジを緩めてエジェ ク

タ レバーを完全に開いた位置まで動かし て、 MPM/MPM+ カード を

取 り 外し ます。

5 MPM/MPM+ カー ド を注意し ながらスラ イ ド させ、 フ ロン ト パネル

から取り外し ます。

MPM/MPM+ カー ドの交換取り付け

1 取 り 付ける カード のエジェ ク タ レバーを完全に開 く 位置まで動かし

ます。

2 交換用の MPM/MPM+ カード を ス ラ イ ド させて取 り 付けます。

3 MPM/MPM+ カード をバッ ク プレーンにし っか り と押し込み、 ス

ロ ッ ト に適切に取 り 付け られた こ と を確認し ます。

4 金属製のエジェ ク タ レバーがハウジングに完全に引き込まれている

こ と を確認し ます。

5 RMX のフ ロ ン ト パネルで、 MPM/MPM+ カード をシ ャーシに固定す

るねじ を締めます。
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電源がオンになっている RMX 2000 への新しい MPM/MPM+ カー

ドの取り付け

1 該当する場合は、 取付ネジを緩めてス ロ ッ ト カバーを取 り 外し ます。

2 取 り 付ける カード のエジェ ク タ レバーを完全に開 く 位置まで動かし

ます。

3 エジェ ク タ レバーがカード ケージの前端に触れる まで、 カード を ス

ロ ッ ト に挿入し ます。

4 エジェ ク タ レバーを閉じ た状態にな る位置まで押し込み、 カード の

両側にあ る取付ねじ を締め付けて、 MPM/MPM+ カード を RMX に固

定し ます。

MPM/MPM+ カードおよびコ ン ト ロールユニ ッ ト 上にあ る青色の HS 
LED が点滅を開始し、 カード の電源投入サイ クルが開始されます。

－ カード の リ ソースがシステム リ ソース リ ス ト に追加されます

－ RMX 上の利用可能なポー ト 数が、 現在の CFS ラ イセン スのレ

ベルまで増加し ます

－ ポー ト 使用状況が再計算され、 ポー ト ゲージおよびビデオ / ビ
デオポー ト 設定が更新されます

MPM カード の電源投入サイ クルが完了する と、 青色の HS LED がオ

フにな り ます。 MPM カー ド上の緑色の RDY LED がオンにな り 、 点

灯し ます。

RTM ISDN カー ドの交換

1 RMX 2000 の電源ス イ ッ チがオフ (O の位置 ) になっている こ と を確

認し ます。

2 カード を MCU に固定し ている取付ねじ を緩めます。

3 RTM ISDN カード を取 り 外し ます。 金属製のエジェ ク タ レバーを使

用し て RTM ISDN カード をバッ ク プレーンのス ロ ッ ト から引き出し

ます。

4 RTM ISDN カード を注意し ながら ス ラ イ ド させ、 フ ロ ン ト パネルか

ら取 り 外し ます。

RTM ISDN カー ドは、 ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 3.0 またはそれ以降でのみ使用

できます。
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5 取 り 付ける カード のエジェ ク タ レバーを完全に開 く 位置まで動かし

ます。

6 交換用の RTM ISDN カード を ス ラ イ ド させて取 り 付けます。

7 エジ ェ ク タ レバーがカー ド ケージの前端に触れるまで、 カー ド をス

ロ ッ ト に挿入し ます。

8 エジェ ク タ レバーを完全に閉じ る位置まで動かし ます。

9 カー ド の リ アパネルの両側にあ る取付ネジを締付け、 RTM ISDN 

カー ド を RMX に固定し ます。

10 RMX 2000 の電源をオンにし ます。 

11 RJ-45 終端 PRI ケーブルを PRI1 - PRI12 とい う ラベルの付いた任意

のスロ ッ ト に接続し ます。

エジ ェ ク タ レバー 取付ネジ

LAN 電源
PRI ケーブル
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7 本の E1 または 9 本の T1 ケーブルをそれぞれの RTM ISDN カード

に接続する こ と ができ、 RTM ISDN カード が取 り 付け られている場

合は、 合計で最大 14 本の E1 または 18 本の T1 PRI ケーブルを接続

でき ます。

RTM IP カー ドの交換

RMX 2000 の リ アパネルにあ る RTM IP カード は、 すべての MCU モ

ジ ュールへの接続を提供し ます。 下記の手順を使用し て、 RTM IP カード

を交換し ます。

1 RMX 2000 の電源ス イ ッ チがオフ (O の位置 ) になっている こ と を確

認し ます。

2 RMX 2000 の リ アパネルで、 RTM IP カード を固定し ているネジを取

り 外し ます。

3 金属製のエジェ ク タ レバーを使用し て RTM IP カード をバッ ク プ

レーンのス ロ ッ ト から引き出し ます。

4 RTM IP カード を注意し ながら ス ラ イ ド させ、 リ アパネルから取 り 外

し ます。

5 取 り 付ける カード で、 エジェ ク タ レバーを完全に開 く 位置まで動か

し ます。

6 交換用の RTM IP カード を ス ラ イ ド させて取 り 付けます。

7 RTM IP カード をバッ ク プレーンにし っか り と押し込み、 ス ロ ッ ト に

適切に取 り 付け られた こ と を確認し ます。
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8 金属製のエジェ ク タ レバーがハウジングに完全に引き込まれている

こ と を確認し ます。

9 RMX 2000 の リ アパネルで、 RTM IP カード を固定し ているネジを締

め付けます。

10 RMX 2000 の電源をオンにし ます。 

再起動後のカー ド設定モー ドの詳細ついては、 「MPM および MPM+ 設定モー

ド」 1-21 ページを参照し て く だ さい。
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